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9･昆虫毒物聾的に見た殺轟剤組合せの諸問題 Ⅰ･∴ ∴酒 井 清/香′■
ヽ
1 殺虫剤の組合せの必要性 一,■≡;i■










底下V 隼 めtC･瀞 ､は興った女雨 質の生理作脈
持つ薬剤を組合せ,由 'hi)]作印を利用して効力を促進
･させる1tl.S･殺山剤を串良する粒 .々CD目的の結束として既成
ノ令伽.;JP成されるOそp場今,一撃虫の東効由 屯 は,申 ･




































何れも生年だ作月げ る血涙 起る政財 ヒ学的現雛 あー
･､る.葬榊 を出合亘る時,相互に化学床噂が堪り･新しい化









3 謹合作用の概念 ∵ ･ - J
迎合作用を綜合したのは BliES(1939)の功滋であもt
これは括抗作用 4叫tgonl'Bm と協力作用 Syncrgisl1.と ･
のS概念から発展したもーのでももp_.しかし,弼作用の概
念は学者により理解の桂皮を異にし,自ら迎合作用の概
念 も明瞭を如 ､ているoISynerg聖.は語源的にギ1)シヤ ー1









種叉はそれ以上の個々甲成分によっ て 起 る 影轡の紺iRな_I
具加ではない. 斯 様 な 組 合 せ は そ の 威 か flの 1~難 剤の形
撃が他 の 薬 剤 よ り非 脚 こ高 い か 即 ち 掛 IF･_で あ る か -' 他 の＼/ 1 - ● ･
■一
/
･で 防)虫 秤 串 節 13 蚊 ･･場合には'他の薬剤を越えてある興和の括抗作用が'1-{芦 ､～れろ様な設OJLl来ない特性の究理的影野を生ずると述づ
bChrk(193･1937)は動物の感受性に変異の/ あることを即.qLt,ある対をなす襲剤ゐ影静ま多少とふ括玩, ,協力作用,又はfCD中間作用の'ぁることを述べ括抗Tmを3区分した.' ＼__A)イ曙的括抗ChemiふlAntagon;BTn_丁一
･華抗撃轡 糊重野を糾 させるものを鹿 して ･反願するO例えばl轍と拡鳩のはなもの,b)生理的括抗Physiolgical^ nblgOli-岳舜剤が反対に働き,･細胞叉紘矩官に独立的に影響す1io例えば,K塩とCa塩,アトゝロビyと阜ルヒネ,,-
C)特殊招抗 SpeoifoAntagon'lSml郡lJfu竣砧の細胞9受容矧こ対して矧く他の薬剤の･作用を抑制するか文は茄雫するかであ.り,弟別間の反感は生体外では起らない..との分矧ま正確とは冨い掛 ､が-ノ J一多くの括抗作用は土のFf･-に入れられよ うoC l!Iikの考え.Cを琴にBli由(r939)_により改訂され'数昆的に正確性を符びて禿た｡その後,Jcflcr60n(1943)が指摘した様に,刀IiES(19紳)の方油土紫排なものであるが,迎合作用の研矧こは見逃し円ない.Iil三関(1939)lも~3作用型を悩･定したが,多/分にC】iLrk(1937)の作用型から暗京を受け ■てゐると想われるoInisS(1939)の概念は次の椛である､ol)TndcpcLndi,､IJ｡intAふit.n -' ノ各々ゐ指物叉は郷は独立的に作用して一放った現の招作用を持つム1成分の椛野性は他の成分の椛野性と柑関してゐるか,或いは相関していないかである｡'混合物の雷性は各の構成分の薬剤を_FE独に使用した場合及び両 -重刷の罷昏性の相関による紫昆丁死亡率曲線L,り推mTl出来,その領P.汚された拓性は弼成分の割合の点から計井すること岬探る.斑も相田な機合には,同成分が和由こ独 .~tー_7ヒして作用するol即ち夫々の灘剤は生体の興った生酒系 ~-を損療し罪托させる.然し,1成分の隈苦性は多少とも ､'1.他の成分の同署性と相関していると考えられる.'これは
C1'trkの生平出勺括抗の概念から由来すると考えられる｡
2)SimilLけJointAction
















































防 J 虫 ､斜 塔
の成分IlHの総計よJ遥かに大きな協調作用 Co.opPrative_
c^tion を必賓とするとし, 更に協力在用を広我に解し ･















は醸 相に区町 ろJa),1成分如 o･成分作用を助長す∴
るために作用するO例えばある固定した穏性の作用巾か
ー ら史に有効常並を相加促進させるob),両成分が同じ切一
所7:･Im 組(1939)の Sin-ihrJointAOtionを行う. I
同伴に桔抗作用も2抹相で表わした.2),AntfLgOn王Bm
A),PoteltiatcdAltagOlism は1成分が他成分に作用 J
･して, よr)低い砧性物Tfを生ずる似合に卿 は i,L考o
D),SJubl,itCtivc,^nhgOni8nla), 1成分が他の成分の
















i ･作用魂 念岬 突よ･鹿 又準 測に 基 鮒 け ら担 い
･る傾向が掛 ､Oそのた め , 倒 れ の 著 碧 め 弘 調 する概念も
.不正紙で陛 姥 と な っ て い る O 随 っ て ,` そ の 現 象の外部を


















































抑壷 れる由 を指町 :糾蜘 嘩 甲 が合鉄化合物
の活性群の作用によることを柊出し'含鉄化合物の作用 ー
/･ 一 一′
､ ､､ ノ '-
待することが考えられる｡その理論は個
に閑聯放似する.従って,iF剤に対する
























































I-:二二 二 :_:I.:一二二 二 二 二j-:_;iI三:I -
の動物は荊栖芦し,更に痕跡的な塩化カルシウムを注射す
こると快復することを観察した｡-rlirs6h'feldcr(19王9),:
Tll弧InORic°(19.ll)に依れば,K イオyも CiLイオ ′ヽ
γの様に 恥 イオyの肺肝作用を桔抗するがその影響 .




よれば,魚の一組 FunduluBの肝は h-itイオyの招作. --
用抹O'1イオy及びhIgイオy及び多くの2m,､5俄ゐ
金属イオンによって歳抗されることを比出した｡iI6tm

































防 虫 斜 凋 /約 13 醜 ～
/ ′-
_で顕と,刺扱乱 麻辞世を由由するにも｣考されるであ
-/cdね yと同様な作用を有するがそ?影響は哲 の100 物の看陛l通 媒常数媚 噂 極性分子の化合物を添加チ
rl倍の濃度が必静で奉るo Lかし細胞内に充分q hlgィ .･ると促進することを見出し'有極性甲介子は表皮の最外.ヽ
i _オyが存在する時はChイオyの枠用を妨蕃するO個 質 ;個 を透過するが.I醸 性の分子正透過しない.､草 こで,;





















～ ､､れずL､そ細 岬 柚 の巣剤が括抗する,;それ適 岳抗










-Iesworth を中心とした TIur6t.Webb,G品 等を含む
一 琴によ?て研究されつ上あるOこ.GP関越は血 ?,ZkFB～
の構造,機鹿に閑聯するO見出の細胞謬透性は Lipid ､
･ 溶解駄 分子釦 ;問題と-なるばかりでなく{イ畔 括弧 ,/
-紗 P分子極性,称E,表面張-JJ,t撃着'水素イオン潰,
-臥 細胞の物理的状態等が閑聯するO･HurSt.(19:10).




































定な結束野菜の破壊に 閑聯 して いる｡その破壊は水あか'二
子の可動性を野犬させ る O韻 皮 の Lipoidが脂肪溶剤に･
長時間琴治された時 に '′そ の破堤錐は脂肪浴解性の




























ry c^tivityをする布極性の GnriiCt.を混合液巾に合ん ･
でゐ車 中 ,Lipid相の嘩 作用によって相加した
印刷の可動脚立接触面に於けるQlr-ricrの喚前の反対O'
･C3印よりずつと竜野なものであ考O妻築剤粋液を Tbcmo-
























ncyは 払 wax と水加 の問 .a Prtition cocrflcit･nt













































＼ ､､ ､ - 防 虫 科 針 節 13 餅
淡苅との混合瓦斯は協力作用が認められた｡､この場合,-
EtlCr拝他の化郎 走 り早く揮発し,且虫の納経系統や
























bin'tま薬剤の定nL的研卿 こ又と恥 ､もPでr,･十 酸化洪
素が酸素と桔抗し,瓦斯の一分子が TI弧10globinの一
つの軍容韓と碍含切ると廃 して,この2瓦斯? IbcI










と PercentageAction〔y〕との間の関係は K 〔I)I_=シ























(蕪 dunlた依れば,,攣 納 洞一受容給に作用し,功












9･06)_の括抗作用?E定足的研究は hh ldc五(192寧) 及び







































































































































考一定の詔力を表わす薬畳'iは直線の傾 斜 で 'J は式 に
迎合するある死亡率の時の恒数で あ る ｡ この式 は Irg,m
















































1 10% +90% を採用するO実験結果はY軸には死亡率を,′
x_軸 に は 成 分 間 の割合を典える｡成分問の割創蛙 に1一･し
成 争 .右 l与他 の成 分を単独のものを耽り,､その2等分点
･rJーt
防 虫/斜 摩 鰐 13-錬′-
は夫々の50%･60,%の点とする｡侶 りt.I,両典男那即こ括
































え稚 く'穴掛 こ-土b.b'bryb"′の様に仮定苫れる_o それ .












≡ :…三三 三 :i_i_I:i三 三 三:-::-I_Ii;-i:_-I-:.:芸
と寝剤との組合せ7･巧即 日互の組合せ等の火際的例証に






















､ -防 ､虫 ･耕 畢 妨 13 野 . - -
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Rubinstein,Ⅱ･(1927):Diochcm･Zeit畠血 :'1,S･0,50･臥epard, rr･Ⅱ･(1933)･ TheChcmistrF andI

















･~丘の水及び財 触 媒 (窒素の酸イ由 の如きもの)鏑 在 ノ
で反感させる方法も見られた J(13)O_不透明熔姐･y･リカ





































び 伽ふhlorこ,CicloI瓜aneになる串が離 籍された (17' -
p/22)｡叉 oE･及び7-heptachloro町Cloheェanoが夫々ポーラ
.'Fj 7波を示す執 槻 臼された く25,38)._ ノ`
予 B耶 鹿 体及び - hlorocyclohcpn･3のアルカ!
1)I手対する挙動に?いても発表され (24･25･37)γ~及
I-び古収 ICにつ岬 よそのアル中少に依る分解中間生威4bJ
_である p9叫 lorocy占loもexer･e(cqTTSC15) も畢嘩 認ノ
